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一
　
は
じ
め
に

英
語
は
、
そ
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
屈
折
的(inflectional)

な
古
英
語
時
代
（
西
暦
四
五
〇
‐
一
一
〇
〇
頃
（
1
））
に

始
ま
り
、
中
英
語
（
西
暦
一
一
〇
〇
‐
一
五
〇
〇
頃
）、
近
代
英
語
（
西
暦
一
五
〇
〇
‐
一
九
〇
〇
頃
）
と
変
遷
し
つ
つ
、

次
第
に
分
析
的
（analytic

）
な
特
徴
を
帯
び
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（
2
）。
古
英
語
の
屈
折
的
な
側
面
は
、
文
字
通
り
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
イ
ン
ド
に
広
が
る
諸
言
語
の
「
共
通
の
源
（com

m
on

source

）（
3
）」
で
あ
る
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖

語
全
般
の
一
般
的
な
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
英
語
を
除
く
他
の
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
語
族
が
屈
折
的
な
性
質
を
現
在
に
至
る
ま
で
継
承
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
英
語
は
時
代
と
共
に
そ
の
特
徴
を
急
激
に

失
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
英
語
に
も
、
本
来
の
屈
折
的
な
特
徴
は
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
他
の
イ
ン
ド
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
属
す
る
諸
言
語
の
比
で
は
な
い
。

英
語
に
お
け
る
語
順
の
重
要
性

上
野

誠
治

﹇
論
文
﹈
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英
語
が
屈
折
的
な
言
語
か
ら
分
析
的
な
言
語
に
変
容
し
た
原
因
と
し
て
、
ま
ず
英
語
そ
れ
自
身
に
内
在
す
る
要
因
が
考

え
ら
れ
る
が
、
同
じ
ゲ
ル
マ
ン
系
の
言
語
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
が
屈
折
的
な
特
徴
を
残
し
て
い
る
点
を
考
慮

す
る
と
、
こ
の
内
的
な
要
因
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
英
語
が
こ
れ
ら
の
言
語
と
異
な
る
の
は
、
度
重
な
る
異
民
族

の
侵
攻
を
受
け
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
外
国
語
と
の
言
語
接
触
が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
英
語
の
場
合
、
こ
の
よ
う

な
外
的
な
要
因
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
英
語
が
分
析
的
な
特
徴
を
帯
び
る
に
つ
れ
て
、
い
か
に
語
順
と
い
う
も
の
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
語
順
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
一
見
不
自
然
に
思
わ
れ
る
構
文
で
も
、
合
理
的
な
説
明
が
付
け
ら

れ
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
ま
ず
、
二
節
で
は
、
古
英
語
の
屈
折
的
な
性
質
を
概
観
し
た
あ
と
、
三
節
で
英
語
の
基
本
的
な

語
順
で
あ
る
Ｓ
Ｖ
Ｏ
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
生
し
た
の
か
を
考
察
す
る
（
4
）。
四
節
で
は
、
疑
問
文
に
お
け
る
語
順
の

歴
史
的
変
遷
を
振
り
返
り
つ
つ
、
そ
れ
が
生
成
文
法
理
論
の
枠
組
み
の
中
で
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
か
を
概
観
す
る
。

五
節
で
は
、
事
例
研
究
と
し
てa

certain
I

don’t
know

w
hat

の
表
現
を
検
討
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
よ
う
な

表
現
が
作
り
出
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
同
族
目
的
語
の
成
り
立
ち
に
も
言
及
す
る
こ
と

で
、
英
語
に
お
け
る
語
順
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
。
六
節
は
ま
と
め
で
あ
る
。

二
　
古
英
語
の
屈
折
的
特
徴

英
語
は
、
元
来
、
現
在
のSchlesw

ig-H
olstein

地
方
か
ら
ブ
リ
テ
ン
島
に
侵
攻
し
た
西
ゲ
ル
マ
ン
人
の
言
葉
、
す
な

わ
ち
北
ド
イ
ツ
語
の
方
言
に
由
来
す
る
。
比
較
言
語
学
的
に
見
る
と
、
ゲ
ル
マ
ン
語
派
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
西
ゲ
ル
マ
ン
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語
派
に
属
す
る
言
語
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
も
こ
の
西
ゲ
ル
マ
ン
語
派
に
属
す
る
言
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
は
比
較
的
類
似
し
て
お
り
、
も
し
国
家
の
境
界
線
と
い
う
も
の
が
な
け

れ
ば
、
た
が
い
に
方
言
く
ら
い
の
違
い
し
か
持
た
な
い
言
葉
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
語
な
ど
は
、

初
期
の
特
徴
を
比
較
的
よ
く
残
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
英
語
は
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
な
外
的
要
因
に
よ

り
、
独
自
の
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。

古英語 ドイツ語

主格

属格

与格

対格

単数 複数 単数 複数

stan

stanes

stane

stan

stanas

stana

stanum

stanas

Stein

Steines

Steine

Stein

Steine

Steine

Steinen

Steine

表１　英独語の屈折比較

ま
ず
、
古
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
類
似
性
を
名
詞
の
語
尾
屈
折
で
確
認
し
て
み
よ

う
。古

英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
名
詞
に
関
す
る
共
通
の
特
徴
と
し
て
、
①
男
性
、
女
性
、

中
性
の
文
法
的
性（gram

m
aticalgender

）を
持
つ
こ
と
、
②
主
格（nom

inative

）、

属
格
（genitive

）、
与
格
（dative

）、
対
格
（accusative

）
の
4
つ
の
格
（case

）
を

持
つ
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
5
）。
表
1
は
古
英
語
の
名
詞stan

（‘stone’

）
と
そ
れ

に
対
応
す
る
現
代
ド
イ
ツ
語
のStein

の
変
化
表
で
あ
る
。
太
字
の
部
分
が
屈
折
語

尾
で
あ
る
が
、
単
数
の
場
合
、
共
通
し
て
、
属
格
と
与
格
の
語
尾
は
そ
れ
ぞ
れ
、

-es,
-e

で
あ
る
。
ま
た
、
単
数
主
格
と
単
数
対
格
に
語
尾
が
な
い
こ
と
、
換
言
す
る

と
、
ゼ
ロ
接
辞
を
持
つ
点
も
共
通
で
あ
る
。
他
方
、
複
数
の
場
合
は
、
古
英
語
が
、

主
格
か
ら
順
に
、-as,-a,-um

,-as

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
語
は-e,-e,-en,

-e

と
や
や
お
と
な
し
い
変
化
と
な
っ
て
い
る
。
複
数
語
尾
に
関
し
て
は
、
両
言
語
に

共
通
点
は
な
い
が
、
複
数
主
格
と
複
数
対
格
が
同
じ
語
形
を
用
い
る
点
は
共
通
し
て
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い
る
（stanas-stanas,Steine-Steine

）。

次
に
、
古
英
語
に
お
い
て
、
あ
る
名
詞
的
な
表
現
が
同
じ
語
形
を
取
る
場
合
、
そ
れ
が
主
語
な
の
か
目
的
語
な
の
か
と

い
う
、
当
該
の
文
中
で
の
文
法
関
係
は
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
の
か
を
概
観
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
定
冠
詞
に
当
た
る
指

示
詞
の
変
化
表
を
表
2
と
し
て
掲
げ
る
。

古英語

単数

主格

属格

与格

対格

具格

男性 女性 中性

複数

se

bæs

bæm

bone

by

seo

bære

bære

ba

bære

bæt

bæs

bæm

bæt

by, bon

ba

bara

bæm

ba

表 2 指示詞

古
英
語
や
ド
イ
ツ
語
で
は
、
指
示
詞
（
あ
る
い
は
定
冠
詞
）
と
名
詞
か
ら
な
る

名
詞
句
が
構
成
さ
れ
る
場
合
、
両
者
の
間
で
性
（gender

）・
数
（num

ber

）・

格
（case

）
を
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、the

stone

に
相
当
す
る
表
現
は
、

古
英
語
の
場
合
、
文
中
の
文
法
的
役
割
に
応
じ

て
、
表
3
の
よ
う
に
語
形
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

と
な
る
（
6
）。

す
な
わ
ち
、
単
数
の
場
合
は
、
主
格
がse

stan

、
対
格
がbone

stan

と
な
る
の
で
、
一
般

的
に
は
前
者
が
主
語
、
後
者
が
目
的
語
と
な
り
、

両
者
は
指
示
詞
（
あ
る
い
は
定
冠
詞
）
に
よ
っ

て
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
複
数
の
場

合
は
、
主
格
、
対
格
と
も
にba

stanas

と
な
る

単数 複数

主格

属格

与格

対格

se stan

bæs stanes

bæm stane

bone stan

ba stanas

bara stana

bæm stanum

ba stanas

表 3 se stan の屈折

た
め
に
主
語
と
目
的
語
の
区
別
は
こ
の
名
詞
句
自
身
か
ら
は
不
可
能
で
あ
る
。
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す
で
に
見
た
よ
う
に
古
英
語
と
ド
イ
ツ
語
は
非
常
に
豊
か
な
屈
折
的
特
徴
を
保
持
し
て
い
る
が
、
現
代
英
語
に
な
る
と

そ
の
姿
は
一
変
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
英
語
に
な
っ
て
急
変
し
た
の
で
は
な
く
、
中
英
語
、
近
代
英
語
を
経
る
に
し
た

が
っ
て
、
徐
々
に
変
化
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
表
4
は
現
代
英
語
に
お
け
るstone

の
変
化
表
で
あ
る
。
現
代
英
語
の

格
に
は
通
常
、
主
格（nom

inative

）、
所
有
格（possesive

）、
目
的
格（objective

）の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
表
4
で

は
比
較
の
た
め
与
格
と
対
格
を
用
い
て
あ
る
。
ま
た
、
所
有
格
の
代
わ
り
に
属
格
と
い
う
術
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

主格

属格

与格

対格

stone

stone’s

stone

stone

stones

stones’

stones

stones

現代英語

単数 複数

表 4 stone の屈折

現
代
英
語
で
は
、
与
格
は
間
接
目
的
語
の
目
的
格
、
対
格
は
直
接
目
的
語
の
目
的
格
に

対
応
す
る
が
、
語
形
上
の
区
別
は
な
い
。
ま
た
、
定
冠
詞
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
性
・
数
・
格
で
あ
っ
て
も
常
にthe

で
あ
る
の
で
、
単
数

主
格
・
与
格
・
対
格
は
い
ず
れ
もthe

stone

、
ま
た
複
数
主
格
・
与
格
・
対
格
は
い

ず
れ
もthe

stones

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
関
し
て
は
、
語
形
上
、

主
語
と
目
的
語
の
区
別
は
不
可
能
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
間
接
目
的
語
と
直
接

目
的
語
の
区
別
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
英
語
は
次
第
に
屈
折
語
尾
を
消
失
さ
せ
た
た
め
に
、
文
法
関
係
を
語

形
で
示
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
前
置
詞
や
語
順
の
果
た
す
役

割
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
そ
の
石
に
」
と
い
う
意
味
の
場
合
、
古

英
語
で
はstane

一
語
で
十
分
だ
っ
た
の
が
、to

the
stone

と
い
う
よ
う
に
、
前
置
詞to

を
添
え
る
必
要
が
生
ま
れ
た
。

あ
る
い
は
、
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
文
型
の
時
に
は
、
動
詞
の
直
後
の
位
置
の
名
詞
句
が
（
直
接
）目
的
語
で
あ
り
、
Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｏ
の
文

型
の
時
に
は
、
同
じ
く
動
詞
の
直
後
に
置
か
れ
た
名
詞
句
が
間
接
目
的
語
と
な
る
、
と
い
う
よ
う
に
語
順
へ
の
依
存
度
が



095 英語における語順の重要性

相
対
的
に
増
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
前
置
詞
の
発
達
や
語
順
の
確
立
・
固
定
化
お
よ
び
、
そ
の
重
要
性
は
屈
折
語
尾
消
失

に
よ
る
負
の
側
面
を
補
完
す
る
た
め
の
代
替
措
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

三
　
英
語
の
基
本
語
順
の
発
達

比
較
言
語
学
の
分
野
で
は
、
英
語
が
属
す
る
ゲ
ル
マ
ン
語
派
が
分
化
す
る
以
前
の
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
に
お
い

c1000 c1200 c1300 c1400 c1500

S+O+V

S+V+O

52.5%

47.5%

53.7%

46.3%

40+%

60-%

14.3%

85.7%

1.87%

98.13%

表 5 SVO 語順の変遷

て
、
そ
の
基
本
語
順
は
Ｓ
Ｏ
Ｖ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
英
語
は
前
節
で
概
観
し

た
よ
う
に
、
屈
折
的
な
特
徴
を
保
持
し
て
い
た
た
め
、
語
そ
の
も
の
に
性
・
数
・
格
の
特
徴

が
現
れ
る
。
し
た
が
っ
て
現
代
英
語
に
比
べ
る
と
、
そ
の
語
順
は
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
中
尾
・
児
馬
（1990：

193

）
は
、「
初
期
の
英
語
で
さ
え
、
好
ま
れ
る
語
順
の
一

般
的
な
傾
向
は
観
察
で
き
る
」
と
指
摘
し
、A

lfred

の
散
文
で
四
〇
％
が
Ｓ
Ｖ
Ｏ
で
あ
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
渡
部
（1983：

112

）
や
橋
本
（2005：

176

）
は
、Fries

（1940

）

の
研
究
を
紹
介
し
て
、
上
の
よ
う
な
表
（
一
部
改
変
）
を
提
示
し
て
い
る
。

Fries

は
主
節
と
従
属
節
の
区
別
を
考
慮
し
て
い
な
い
の
で
、
中
尾
・
児
馬
が
提
示
し
た

割
合
と
は
異
な
る
が
、
表
５
か
ら
西
暦
一
〇
〇
〇
年
頃
、
す
な
わ
ち
古
英
語
時
代
に
は
す
で

に
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
語
順
が
四
十
七
・
五
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｖ
が
や
や
優
勢

な
の
は
、そ
れ
が
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
の
基
本
語
順
の
名
残
を
留
め
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
従
属
節
の
語
順
が
古
英
語
に
あ
っ
て
も
依
然
、
Ｓ
Ｏ
Ｖ
が
基
本
語
順
で
あ
っ
た
た
め
と
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思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｏ
Ｖ
と
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
占
め
る
割
合
は
徐
々
に
逆
転
し
て
い
き
、
西
暦
一
四
〇
〇
年
頃
に
は
、
圧
倒

的
に
Ｓ
Ｖ
Ｏ
が
多
く
な
り
、
西
暦
一
五
〇
〇
年
頃
に
至
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
が
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
語
順
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
主
節
に
関
し
て
は
、
古
英
語
時
代
か
ら
Ｓ
Ｖ
Ｏ
へ
の
変
化
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
従
属
節
に
お
い

て
は
依
然
と
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｖ
が
支
配
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
と
め
て
図
示
す
る
と
、（
1
）の
よ
う
に
な
る
。

一般的傾向

PIE OE ME

主節 SOV → SVO → SVO

従属節 SOV → SOV → SVO

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
ま
ず
第
一
に
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
で
は
主
節
と
従
属
節
を
問
わ

ず
、
基
本
語
順
が
Ｓ
Ｏ
Ｖ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
古
英
語
で
は
主
節
に
お
い
て
の
み
、
現
代
英
語
と
同

じ
Ｓ
Ｖ
Ｏ
に
変
化
し
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
何
故
そ
の
よ
う
な
変
化
が
主
節
に
お
い
て
の
み
起

こ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
と
し
て
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
以
来
保
持
さ

れ
た
来
た
従
属
節
に
お
け
る
Ｓ
Ｏ
Ｖ
の
基
本
語
順
が
何
故
、
中
英
語
時
代
に
至
っ
て
主
節
と
同
じ
Ｓ

Ｖ
Ｏ
へ
と
変
化
し
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
三
点
に
つ
い
て
、
中
尾
・
児
馬

（1990：
196ff

）
の
議
論
を
踏
ま
え
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
古
英
語
で
は
、（
2
）に
お
い
て
、
名
詞m

ann

は
、
主
格
と
対
格
が
同
形
に
な
る
の
で
、

m
ann

の
語
形
か
ら
は
そ
れ
が
主
語
と
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
し
か
し
、beran

は
弱
変
化
名
詞

bera

の
対
格
の
形
で
あ
る
の
で
、
語
形
か
ら
目
的
語
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

名
詞
に
付
加
さ
れ
て
い
る
指
示
代
名
詞
（
現
在
の
定
冠
詞
に
相
当
す
る
）
の
語
形
が
そ
れ
ぞ
れ
、
主

格（se

）と
対
格（bone

）と
い
う
文
法
関
係
を
示
す
の
で
、
結
局
、se

m
ann

が
主
語
で
、bone

beran

が
目
的
語
で
あ
る
こ
と
の
見
当
が
容
易
に
つ
く
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
7
）
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（
2
）Se

m
ann

sloh
bone

beran.

the
m

an
slew

the
bear

し
か
し
、
現
代
英
語
で
は
、
い
ず
れ
の
場
合
もthe

に
な
る
の
で
、
語
順
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
文
法
関

係
は
自
明
と
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
代
英
語
に
お
い
て
は
、
動
詞
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
前
に
来
る
名
詞
句
が
主

語
で
あ
り
、
そ
の
後
に
来
る
名
詞
句
が
目
的
語
で
あ
る
、
つ
ま
り
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
語
順
を
取
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
初
め
て
、

the
m

an

が
主
語
で
あ
り
、the

bear

が
目
的
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
古
英
語
は
豊
か
な
格
体
系

を
持
ち
、
格
の
情
報
が
指
示
代
名
詞
お
よ
び
名
詞
に
付
随
さ
れ
て
い
る
た
め
、
可
能
性
と
し
て
は
、
同
じ
意
味
内
容
を
表

し
う
る
も
の
と
し
て
、（
3
）の
６
通
り
の
語
順
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
8
）。

（
3
）
ａ
　Se

m
ann

sloh
bone

beran.

ｂ
　Se
m

ann
bone

beran
sloh.

ｃ
　aone

beran
se

m
ann

sloh.

ｄ
　aone

beran
sloh

se
m

ann.

ｅ
　Sloh

se
m

ann
bone

beran.

ｆ
　Sloh

bone
beran

se
m

ann.
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た
だ
し
、
語
順
が
比
較
的
自
由
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
指
示
代
名
詞
と
名
詞
は
構
成
素(constituent)

を
成
す
の
で
、

並
べ
替
え
は
、（
4
）ま
た
は（
5
）の
構
成
素
構
造
を
反
映
す
る（
3
）の
語
順
に
限
ら
れ
る
。

（
4
）﹇S
﹇N

P
Se

m
ann

﹈﹇V
P

﹇V
sloh

﹈﹇N
P
bone

beran

﹈﹈﹈

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
比
較
的
自
由
な
語
順
を
持
つ
古
英
語
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
が
次
第
に
基
本
語
順
と
し
て
Ｓ
Ｖ
Ｏ
に
固
定
さ
れ
て
い
く
要
因
が
古
英
語
自
体
に

内
在
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
実
が
存
在
す
る
。（
2
）の
場
合
は
、
指
示
代
名
詞

のse

と

bone

の
違
い
が
文
法
関
係
を
決
定
す
る
決
め
手
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

古
英
語
に
お
い
て
は
、
上
野
（1997：

3

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ま
だ
指
示
代
名
詞

の
機
能
が
現
代
に
比
べ
る
と
未
発
達
で
あ
っ
た
た
め
、
常
に
名
詞
に
付
加
さ
れ
る
と

は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
文
法
関
係
の
決
め
手
と
な
る
指
示
代
名
詞
を
伴
わ
な
い
名

詞
単
独
の
表
現
も
実
際
に
は
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、stan

が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
古
英
語
の
名
詞
に
は
主
格
と
対
格
が
同
形
と
な
る
場
合
が
非
常
に
多

い
。

S

NP

Se mann

VP

NP

bone beran

V

sloh

（
5
）
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（
6
）

単
数

複
数

主
格
・
対
格

cyning
cyningas

‘king’

dæ
g

dagas
‘day’

scip
scipu

‘ship’

（
6
）に
挙
げ
ら
れ
た
名
詞
は
単
数
、
複
数
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
主
格
と
対
格
が
同
形
で
あ
る
（
9
）。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
名
詞
が
指
示
代
名
詞
を
伴
わ
ず
に
単
独
で
生
起
し
た
場
合
に
は
、
文
脈
や
語
順
に
依
存
し
な
い
限
り
、
そ
の

文
法
関
係
は
不
明
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、（
2
）で
決
め
手
と
な
っ
た
指
示
代
名
詞
も
表
２
に
例

示
し
た
よ
う
に
、
中
性
・
単
数
の
主
格
と
対
格
は
同
じbæ

t

で
あ
り
、
複
数
の
主
格
と
対
格
も
同
じ

ba

で
あ
る
か
ら
、

そ
の
場
合
、
指
示
代
名
詞
も
文
法
関
係
の
決
定
に
は
役
立
た
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
中
尾
・
児
馬

（1990：
196

）
は
次
の
よ
う
な
例
文
を
提
示
し
て
、
こ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

（
7
）...

ba
hergodon

hie
up

on
Su
bseaxum

...&
ba

burgw
are

hie
gefliem

don.

(‘then
they

m
ade

raids
on

the
South

Saxons
...and

the
city

dw
ellers

they
putto

flight’)

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
後
半
の

ba
burgw

are

とh
ie

の
解
釈
で
あ
る
。
前
半
のSu

bseaxum

を
指
す

ba

burgw
are

はthe
city

dw
ellers

の
意
味
で
、
指
示
代
名
詞
、
名
詞
と
も
に
複
数
・
主
格
ま
た
は
複
数
・
対
格
で
あ
る
。

hie

に
つ
い
て
は
、
現
代
英
語
訳
で
はthey

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
、
三
人
称
複
数
の
主
格
ま
た
は
対
格
の
形
で
あ
る
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か
ら
、them

と
解
釈
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、ba

burgw
are

とhie

は
主
格
と
対
格
の
区
別
が
な
い

た
め
に
、
こ
の
箇
所
は
、
本
来
多
義
的
で
あ
り
、
次
の
2
通
り
の
解
釈
（
の
可
能
性
）
が
存
在
す
る
。

（
8
）
ａ
　they

putthe
city

dw
ellers

to
flight

ｂ
　the

city
dw

ellers
putthem

to
flight

（
8
）ａ
はhie

が
主
語
で
、ba

burgw
are

を
目
的
語
と
す
る
解
釈
で
、（
8
）ｂ
は
逆
に
、ba

burgw
are

が
主
語
で
、hie

を
目
的
語
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
の
箇
所
の
語
順
に
注
目
し
て
み
る
と
、
２
個
の
名
詞
句
が
並
び
、
そ
の
後
に
動
詞
が
続
い
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、N

P
+

N
P

+
V

の
語
順
に
な
っ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
こ
の
語
順
は
Ｓ
Ｏ
Ｖ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
、
そ
の
解
釈
は
（
8
）ｂ
と
な
る
。
し
か
し
、
文
脈
上
、（
7
）の
現
代
語
訳
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
適
切
な

解
釈
は
（
8
）ａ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
の
語
順
は
Ｏ
Ｓ
Ｖ
と
な
る
が
、
こ
れ
は
こ
こ
ま

で
考
察
し
て
き
た
い
ず
れ
の
語
順
と
も
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
語
順
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
目
的
語
が
主
語
の
前
に
生
起
す
る
構
文
は
、
現
代
英
語
に
も
見
ら
れ
る
話
題
化

（T
opicalization

）
と
い
う
操
作
を
受
け
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）John

likes
bananas.

SV
O

（
10
）B

ananas,John
likes.

O
SV
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（
10
）は
、
動
詞likes

の
目
的
語bananas

が
主
語John

を
越
え
て
前
置
さ
れ
た
構
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
生
起
す
る

2
つ
の
名
詞
句
は
語
形
だ
け
で
は
、
主
語
と
も
目
的
語
と
も
言
え
な
い
。
そ
の
情
報
を
表
す
よ
う
な
屈
折
が
一
切
な
い
た

め
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、（
7
）のhie

やba
burgw

are

と
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
文
に
お
い
て
は
、
仮
に
名
詞

句
が
動
詞
の
前
に
連
続
し
て
並
ん
で
生
起
し
た
と
し
て
も
、
通
常
の
常
識
の
世
界
で
は
、「John

は
バ
ナ
ナ
が
好
き
」
で

あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
あ
り
得
な
い
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
の

よ
う
な
常
識
に
依
拠
し
て
文
法
関
係
が
把
握
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
（
11
）の
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う

な
常
識
が
決
し
て
有
用
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
11
）John,M

ary
loves.

（
11
）は
、
実
際
に
は
「M

ary

はJohn

を
愛
し
て
い
る
」
と
い
う
解
釈
し
か
持
た
な
い
が
、
何
故M

ary

が
動
詞love

の
主
語
で
、John

が
そ
の
目
的
語
と
分
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

仮
に
英
語
が
Ｓ
Ｏ
Ｖ
型
の
言
語
で
あ
る
と
仮
定
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
、「M

ary

はJohn

を
愛
し
て
い
る
」
と
い
う

意
味
の
文
は
、M

ary
John

loves

と
い
う
語
順
と
な
る
が
、
目
的
語
のJohn

を
話
題
化
し
て
主
語M

ary

を
越
え
て
前

置
す
る
と
、John

M
ary

loves

と
な
る
（
10
）。
今
、
想
定
し
て
い
る
の
は
Ｓ
Ｏ
Ｖ
型
の
英
語
で
あ
っ
た
か
ら
、
話
題
化
の

結
果
と
し
て
産
出
さ
れ
た
文
も
Ｓ
Ｏ
Ｖ
の
文
型
で
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、「John

はM
ary

を
愛
し

て
い
る
」
と
な
り
、
当
初
の
意
味
と
は
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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（
12
）
仮
定
Ⅰ：

英
語
は
Ｓ
Ｏ
Ｖ
型
言
語
で
あ
る

ａ
　M

ary
John

loves.

「M
ary

はJohn

を
愛
し
て
い
る
」

S
O

V

ｂ
　John

M
ary

____
loves.

（
話
題
化
）

ｃ
　John

M
ary

loves.

O
S

V

S
O

V

「John

はM
ary

を
愛
し
て
い
る
」
？

次
に
、
英
語
が
Ｓ
Ｖ
Ｏ
型
の
言
語
で
あ
る
と
仮
定
し
て
み
よ
う
。
そ
の
場
合
、「M

ary

はJohn

を
愛
し
て
い
る
」
と

い
う
意
味
の
文
は
、M

ary
loves

John
の
語
順
と
な
り
、
目
的
語
のJohn

を
話
題
化
す
る
とJohn

M
ary

loves

と
い

う
文
が
で
き
あ
が
る
。
こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
の
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
型
の
英
語
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
文
型
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、John

M
ary

loves

は
そ
の
文
型
に
合
致
し
な
い
。
し
か
し
、M

ary
loves

の
部
分
は
Ｓ
Ｖ
に
相
当
す
る
の
で
、

残
り
のJohn

は
Ｏ
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
13
）
仮
定
Ⅱ：

英
語
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
型
言
語
で
あ
る

ａ
　M

ary
loves

John.

「M
ary

はJohn

を
愛
し
て
い
る
」

S
V

O
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ｂ
　John

M
ary

loves
____.

（
話
題
化
）

ｃ
　John

M
ary

loves.

「John

をM
ary

は
愛
し
て
い
る
」

O
S

V

以
上
の
こ
と
か
ら
、
仮
定
Ⅰ
に
よ
る
と
話
題
化
の
前
後
で
文
の
意
味
が
変
化
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

仮
定
Ⅱ
で
は
そ
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
る
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
く
、
話
題
化
に
よ
る
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
別

に
す
れ
ば
、
一
義
的
に
意
味
が
決
ま
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に
屈
折
語
尾
を
持
た
な
い
現
代
英
語
は

Ｓ
Ｖ
Ｏ
型
の
語
順
を
取
る
方
が
好
都
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
こ
と
は
、（
7
）の
古
英
語
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

（
14
）と
し
て
再
掲
す
る
。

（
14
）...

ba
hergodon

hie
up

on
Su
bseaxum

...&
ba

burgw
are

hie
gefliem

don.

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
後
の
文
脈
か
ら
後
半
の
適
切
な
解
釈
は
、ba

burgw
are

が
目
的
語
で
、hie

が
主
語
で

あ
る
。
こ
こ
で
、「
目
的
語
＋
主
語
＋
動
詞
」
の
語
順
を
取
っ
て
い
る
の
は
、
目
的
語
が
話
題
化
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
何
故
こ
の
よ
う
な
話
題
化
の
操
作
が
適
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
言
え

ば
、
前
半
に
出
て
く
るSu

bseaxum

（‘the
South

Saxons’

）
を
話
題
と
し
て
後
半
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ

に
は
前
半
の
新
情
報
（N

ew
Inform

ation

）
を
後
半
で
旧
情
報
（O

ld
Inform

ation
）
と
し
て
受
け
、
さ
ら
に
新
情
報
が
述
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べ
ら
れ
る
と
い
う
典
型
的
な
情
報
の
流
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
15
）...Su

bseaxum
...&

ba
burgw

are
hie

gefliem
don.

新
情
報

旧
情
報

新
情
報

そ
う
す
る
と
、
話
題
化
の
操
作
が
適
用
さ
れ
る
前
の
文
は
、
も
し
古
英
語
が
Ｓ
Ｏ
Ｖ
型
で
あ
れ
ばhie

ba
burgw

are

gefliem
don

（=

（
16
）ａ
）
と
な
り
、
も
し
Ｓ
Ｖ
Ｏ
型
で
あ
れ
ばhie

gefliem
don

ba
burgw

are

（=

（
17
）ａ
）
の
語
順
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
2
つ
の
可
能
性
を
仮
定
Ⅲ
と
仮
定
Ⅳ
と
し
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

（
16
）
仮
定
Ⅲ：

古
英
語
は
Ｓ
Ｏ
Ｖ
型
言
語
で
あ
る

ａ
　hie

ba
burgw

are
gefliem

don.

S
O

V

ｂ
　ba

burgw
are

hie
_______

gefliem
don.

（
話
題
化
）

ｃ
　ba

burgw
are

hie
gefliem

don.

O
S

V

S
O

V
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こ
の
場
合
も
、（
12
）と
同
様
、
話
題
化
に
よ
っ
て
生
じ
たba

burgw
are

hie
gefliem

don

は
、
Ｏ
Ｓ
Ｖ
の
解
釈
が
期

待
さ
れ
る
が
、
同
時
に
Ｓ
Ｏ
Ｖ
の
解
釈
も
可
能
に
な
る
た
め
、
結
果
的
に
多
義
的
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｖ
Ｏ

型
を
想
定
す
る
（
17
）で
は
、（
13
）と
同
様
、
そ
の
よ
う
な
多
義
性
は
基
本
的
に
起
こ
ら
な
い
。

（
17
）
仮
定
Ⅳ：
古
英
語
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
型
言
語
で
あ
る

ａ
　hie

gefliem
don
ba

burgw
are.

S
V

O

ｂ
　ba

burgw
are

hie
gefliem

don
________.

（
話
題
化
）

ｃ
　ba

burgw
are

hie
gefliem

don.

O
S

V

以
上
の
よ
う
に
、
古
英
語
の
基
本
語
順
が
Ｓ
Ｖ
Ｏ
で
あ
れ
ば
、
話
題
化
の
適
用
を
受
け
て
も
多
義
性
を
生
じ
る
こ
と
は
な

い
。
多
義
性
を
生
じ
な
い
よ
う
な
言
語
は
な
い
が
、
解
釈
に
負
担
を
か
け
る
多
義
性
は
で
き
る
だ
け
少
な
い
方
が
効
率
的

か
つ
経
済
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
英
語
が
古
英
語
時
代
以
降
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
の
Ｓ
Ｏ
Ｖ
の
語
順
を
捨
て
、

Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
語
順
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
崎
（2006：

61

）

は
「
こ
の
説
明
の
仕
方
は
、
幾
分
メ
カ
ニ
カ
ル
に
過
ぎ
、
理
論
的
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
一
方
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で
「
こ
の
よ
う
に
個
別
言
語
の
レ
ベ
ル
を
超
え
、
語
派
・
語
族
単
位
と
い
う
か
な
り
一
般
化
し
た
レ
ベ
ル
で
の
説
明
を
志

向
し
て
い
る
と
い
う
点
で
注
目
に
値
す
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
本
節
で
は
古
英
語
と
現
代
英
語
し
か
取
り
上
げ
て
い
な

い
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｖ
型
か
ら
Ｓ
Ｖ
Ｏ
型
へ
の
移
行
は
ゲ
ル
マ
ン
語
派
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
言
語
に

広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
英
語
は
ほ
と
ん
ど
屈
折
的
特
徴
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
た
め
、
文
法
関

係
の
決
定
に
お
い
て
語
順
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
語
順
が
よ
り
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
第
二
の
問
題
、
す
な
わ
ち
何
故
Ｓ
Ｏ
Ｖ
か
ら
Ｓ
Ｖ
Ｏ
へ
の
変
化
が
主
節
に
お
い
て
の
み
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う

点
を
考
察
す
る
。
こ
の
変
化
を
促
し
た
の
は
話
題
化
と
い
う
操
作
で
あ
る
が
、E

m
onds

（1970,1976

）
は
、
分
詞
句
前

置
（Participle

Preposing

）、
方
向
副
詞
前
置
（D

irectional
A

dverb
Preposing

）、
否
定
構
成
素
前
置
（N

egated

C
onstituent

Preposing

）
な
ど
と
と
も
に
こ
れ
ら
を
ル
ー
ト
変
形
（R

oot
T

ransform
ation

）
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
こ
の
ル

ー
ト
変
形
は
主
に
主
節
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
た
め
、
主
節
現
象
（M

ain
C

lause
Phenom

ena

）
と
も
呼
ば
れ
る
。
主

節
現
象
と
は
「
主
節
に
お
け
る
要
素
の
移
動
」
で
あ
り
（
11
）、
そ
の
名
の
通
り
、
原
則
と
し
て
主
節
に
し
か
起
こ
ら
な
い

も
の
で
あ
る
（
12
）。

（
18
）
ａ
　T

hese
steps

Iused
to

sw
eep

w
ith

a
broom

.

ｂ
　E

ach
partJohn

exam
ined

carefully.

ｃ
　O

ur
daughters

w
e

are
proud

of.

ｄ
　Poetry

w
e

try
notto

m
em

orize.



107 英語における語順の重要性

（
19
）
ａ
　*H

ave
Ishow

n
you

the
broom

(that)
these

steps
Iused

to
sw

eep
w

ith?

ｂ
　*Ifear

(that)
each

partJohn
exam

ined
carefully.

ｃ
　*W

e
are

going
to

the
schoolplay

because
our

daughters
w

e
are

proud
of.

ｄ
　*A

re
you

aw
are

(ofthe
fact)

thatpoetry
w

e
try

notto
m

em
orize?

（
19
）
の
各
文
が
非
文
で
あ
る
の
は
、
従
属
節
の
中
で
、
話
題
化
規
則
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
も
し
こ
れ
が
主
節

で
あ
れ
ば
（
18
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
文
法
的
で
あ
る
（
13
）。
同
様
に
、
方
向
副
詞
前
置
に
関
し
て
も
、
主
節
で
あ
れ
ば
問

題
な
い
が
、
そ
の
規
則
が
従
属
節
で
適
用
さ
れ
る
と
、
非
文
に
な
っ
て
し
ま
う
（
14
）。

（
20
）
ａ
　In

cam
e

John!

ｂ
　D

ow
n

the
streetrolled

the
baby

carriage!

ｃ
　A

w
ay

they
ran!

ｄ
　U
p

trotted
the

dog!

（
21
）
ａ
　*Inoticed

thatin
cam

e
John.

ｂ
　*T

he
factthatdow

n
the

streetitrolled
am

azed
her.

ｃ
　*Itseem

s
thataw

ay
they

ran.

ｄ
　*Iw

as
surprised

w
hen

up
trotted

the
dog.
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も
し
、
話
題
化
の
よ
う
な
要
素
の
移
動
が
そ
も
そ
も
主
節
で
し
か
起
こ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、（
7
）に
お
け

る
よ
う
な
多
義
性
の
問
題
も
主
節
で
し
か
起
こ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
多
義
性
の
問
題
は
従

属
節
で
は
本
来
起
こ
ら
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
従
属
節
に
お
い
て
は
語
順
を
わ
ざ
わ
ざ
Ｓ

Ｏ
Ｖ
か
ら
Ｓ
Ｖ
Ｏ
に
変
更
す
る
理
由
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
語
順
の
変
更
は
多
義
性
の
問
題
を
回

避
す
る
た
め
の
方
略
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
英
語
よ
り
も
保
守
的
な
ド
イ
ツ
語
で
は
、
次
の
例
が
示
す
よ
う
に
主
節
で
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
と
な
っ
て
も
、
従
属
節
で

は
依
然
と
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｖ
の
ま
ま
で
あ
る
。（
英
訳
に
つ
い
て
は（
26
）、（
27
）を
参
照
。）

（
22
）H

einrich
liebtdie

Frau.

S
V

O

（
23
）Ich

w
eiß,daß

H
einrich

die
Frau

liebt.

S
O

V

主
節
の
（
22
）で
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
語
順
が
選
択
さ
れ
て
い
る
が
、（
23
）の
従
属
節
、
す
な
わ
ちdaß

節
内
で
は
依
然
Ｓ
Ｏ
Ｖ

の
語
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
従
属
節
の
語
順
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
に
遡
る
、
伝
統
的
な
語
順
で
あ
り
、
そ

れ
を
現
代
ま
で
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

同
様
に
、
こ
の
主
節
と
従
属
節
に
お
け
る
語
順
の
違
い
は
古
英
語
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、M

itchelland
R

obinson

（2001：
64

）
は
、“T

he
order

S....V
.is

m
ost

com
m

on
in

subordinate
clauses”

と
述
べ
、（
24
）、（
25
）
な
ど
の
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例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
他
方
で“the

order
S....V

.
does

notcertify
thata

clause
is

subordinate”

と
も
指
摘
し
て

い
る
。
本
節
の
議
論
に
沿
っ
て
換
言
す
れ
ば
、
従
属
節
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｖ
が
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
語
順
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｖ
で

あ
れ
ば
従
属
節
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
前
述
のFries

の
研
究
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
古
英
語
で
は
、
主
節
に
Ｓ
Ｏ
Ｖ
の
語
順
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
祖
語
の
基
本
語
順
の
名
残
を
留
め
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）se

m
icla

here,
be

w
e

gefyrn
ym

be
spræ

con

O
S

V

（‘the
greatarm

y
w

hich
w

e
spoke

aboutbefore’

）

（
25
）gifhie

æ
nigne

feld
secan

w
olden

S
O

V

（‘ifthey
w

ished
to

seek
any

open
country’

）

（
24
）
はse
m

icla
here

を
先
行
詞
と
す
る
関
係
節
を
含
む
例
で
あ
る
が
、se

m
icla

here

は
本
来
は
前
置
詞ym

be

の
目
的
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
な
意
味
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｖ
の
語
順
と
は
言
え
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
動
詞

spræ
con

が
主
語w

e

の
す
ぐ
右
隣
で
は
な
く
節
末
に
生
起
す
る
点
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、（
25
）は
条
件
節
で
あ
る
が
、

主
語hie

に
後
続
す
る
部
分
が
目
的
語æ

nigne
feld

＋
動
詞secan

の
語
順
に
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
何
故
こ
の
伝
統
的
な
従
属
節
の
語
順
で
あ
る
Ｓ
Ｏ
Ｖ
が
中
英
語
以
降
、
主
節
同
様
に
Ｓ
Ｖ
Ｏ
へ
と
変
化
し
て
現
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在
に
至
っ
た
の
か
。
こ
れ
が
第
三
の
問
題
点
で
あ
っ
た
。

（
22
）、（
23
）の
ド
イ
ツ
語
に
相
当
す
る
現
代
英
語
で
は
、
主
節
と
従
属
節
を
問
わ
ず
、
語
順
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
と
な
っ
て
い
る
。

（
26
）H

enry
loves

the
w

om
an.

S
V

O

（
27
）Iknow

thatH
enry

loves
the

w
om

an.

S
V

O

中
尾
・
児
馬
（1990：

197
）
は
「
主
節
に
起
こ
っ
た
変
化
が
ど
の
よ
う
に
従
節
に
及
ん
で
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
（
15
）」
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
言
で
言
え
ば
主
節
の
語
順
と
の
「
類
推（analogy

）」
が
作
用
し

た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
名
詞
の
複
数
形
を
例
に
挙
げ
る
と
、
古
英
語
時
代
に
はstanas

（stan

の
複
数
主
格
・
対
格
、
以
下
同
じ
）、

nam
an

（nam
a

）、fet

（fot

）、cild,
cildru

（cild
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
、
大
多
数
の
名
詞
が

-

（e

）s

と
い
う
複
数
語
尾
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
数
形
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
名
前
」
に
相
当
す
る
語
の
複
数

形
はnam

an

で
は
な
くnam

es

と
な
り
、「
本
」
の
複
数
形
はbec

で
は
な
くbooks

と
な
っ
た
。
複
数
形
の
作
り
方

に
、-

（e

）s

を
付
加
す
る
と
い
う
大
き
な
流
れ
が
形
成
さ
れ
た
と
き
に
、
類
推
作
用
が
働
き
、
結
果
的
に
大
部
分
の
名
詞

が
同
一
歩
調
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
動
詞
の
規
則
動
詞
化
に
も
見
ら
れ
る
。
古
英
語
時
代
に
は
強
変
化
動

詞
、
弱
変
化
動
詞
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
強
変
化
動
詞
の
多
く
が
過
去
形
、
過
去
分
詞
形
に-

（e

）d

を
付
け
る
規
則
動
詞
に
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変
化
し
た
。
表
６
は
動
詞help

に
相
当
す
る
古
英
語
、
現
代
英
語
、
ド
イ
ツ
語
の
場
合
の
活
用
で
あ
る
。
現
代
英
語
の

help
は
規
則
動
詞
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
英
語
で
は
母
音
交
替（A

blaut

）を
伴
う
強
変
化
動
詞
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ド

イ
ツ
語
は
古
英
語
と
同
じ
強
変
化
の
活
用
パ
タ
ー
ン
を
現
在
ま
で
保
持
し
続
け
て
い
る
。

表 6 動詞の活用

不定詞 過去形 過去分詞

古英語

現代英語

ドイツ語

helpan

help

helfen

healp hulpon

helped

half

holpen

helped

geholfen

（
28
）の
派
生
を
樹
形
図
で
示
す
と（
30
）の
よ
う
に
な
る
。C

anst

は
過
去
現
在
動
詞cunnan

の
二
人
称
単
数
現
在
の
形

で
あ
る
。
本
来‘know

how
to’

の
意
味
の
動
詞
で
あ
る
が
、
次
第
に‘be

able,can’

の
助
動
詞
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う

語
順
に
関
し
て
も
、
こ
の
名
詞
の
複
数
形
や
動
詞
の
活
用
の
場
合
と
同
様
、
類
推
作
用
の
結

果
、
主
節
と
従
属
節
を
問
わ
ず
、
同
じ
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
語
順
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
　
疑
問
文
に
お
け
る
語
順
の
変
化

本
節
で
は
、
疑
問
文
に
お
け
る
主
語
と（
助
）動
詞
の
倒
置
お
よ
びdo

挿
入
の
有
無
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
古
英
語
で
は
、
疑
問
文
を
作
る
際
に
迂
言
的（periphrastic

）なdo

は

用
い
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
主
語
と（
助
）動
詞
の
倒
置
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
た
（
16
）。

（
28
）C

anst
bu

tem
ian

hig?

（‘K
now

you
how

to
tam

e
them

?’

）

（
29
）
ａ
　H

w
æ

r
eart
bu

nu,gefera?

（‘W
here

are
you

now
,com

rade?’

）

ｂ
　G

ehyrst
bu,sæ

lida?
（‘D

o
you

hear,sailor?’

）



112

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｉ
Ｐ
の
主
要
部
Ｉ
の
位
置
か
ら

bu

を

越
え
て
Ｃ
Ｐ
の
主
要
部
Ｃ
の
位
置
へ
移
動
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
一
方
、
そ
の

よ
う
な
助
動
詞
を
含
ま
な
い（
29
）ｂ
で
は
、（
31
）に
示
す
よ
う
に
動
詞gehyrst

は

動
詞
Ｖ
の
位
置
か
ら
Ｉ
Ｐ
の
主
要
部
Ｉ
の
位
置
に
移
動
し
た
後
、bu

を
超
え
て
さ
ら

に
Ｃ
Ｐ
の
主
要
部
Ｃ
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
古
英
語
で
は
疑
問
文
を
作
る
際
に
主
語
と
（
助
）動
詞
が
倒
置
さ

れ
る
が
、
そ
れ
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
疑
問
文
を
作
る
直
前
の
段
階
で
、（
助
）
動
詞

は
Ｉ
Ｐ
の
主
要
部
Ｉ
の
位
置
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
28
）の
よ
う
に
助
動
詞
が
含
ま

れ
る
場
合
に
は
、
最
初
か
ら
こ
の
位
置
に
基
底
生
成
さ
れ
、
一
致
素
性
（agreem

ent

features

）
や
時
制
素
性
（tense

feature

）
を
担
う
（
17
）。
一
方
、（
29
）ｂ
の
よ
う
に
本

動
詞
し
か
含
ま
れ
な
い
場
合
は
、
Ｖ
Ｐ
の
主
要
部
Ｖ
の
位
置
に
基
底
生
成
さ
れ
た
動
詞

は
い
っ
た
ん
Ｉ
Ｐ
の
主
要
部
Ｉ
の
位
置
に
移
動
し
、
そ
こ
で
一
致
素
性
や
時
制
素
性
が

付
与
さ
れ
る
。
あ
と
は（
28
）の
場
合
と
同
様
、
疑
問
文
を
作
る
た
め
に
、
主
語

bu

を

超
え
て
そ
の
前
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
（
助
）動
詞
が
主
語
の
前
に
移
動
し
て
疑
問
文
が
作
ら
れ
る
派
生
は
、

初
期
近
代
英
語
（
例
文
はShakespeare

）
に
も
見
ら
れ
る
。（
33
）は
、
そ
の
現
代
英
語

に
よ
る
言
い
換
え
で
あ
る
（
18
）。

（
30
）

CP

C
Canst

IP

D
bu

I’

I
t

VP

V
temian

D
hig

（
31
）

CP

C
Gehyrst

IP

D
bu

I’

I
t

VP

V
t
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（
32
）
ａ
　Saw

you
m

y
m

aster?

ｂ
　H

eard
you

this,G
onzaro?

ｃ
　Speakestthou

in
sober

m
eaning?

ｄ
　C

am
e

you
from

the
church?

（
33
）
ａ
　D

id
you

see
m

y
m

aster?

ｂ
　D

id
you

hear
this,G

onzaro?

ｃ
　D

o
you

speak
in

sober
m

eaning?

ｄ
　D

id
you

com
e

from
the

church?

（
28
）〜（
32
）の
例
は
、
迂
言
的do

を
用
い
ず
に
表
現
さ
れ
る
が
、
中
尾
・
児
馬
（1990：

73

）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
迂
言
的do

は
古
英
語
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
中
英
語
で
は
散
見
さ
れ
る
も
の
の
ま
だ
確
立
さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
。
た
だ
し
、
初
期
近
代
英
語
に
な
る
と
、（
34
）の
よ
う
な
迂
言
的do

の
使
用
も
徐
々
に
多
く
な
っ
て
く
る
。（
34
）

で
は
、（
33
）と
違
っ
て
、
迂
言
的do

が
過
去
時
制
に
加
え
て
、-st

と
い
う
屈
折
接
辞
を
付
加
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、didst

は
過
去
時
制
を
表
す
と
同
時
に
、
二
人
称
単
数
主
語
と
一
致
す
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
（
19
）。

（
34
）D

idstthou
nothear

som
ebody?
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（
35
）は（
34
）の
構
造
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、（
31
）
と
は
異
な
り
動
詞hear

は
Ｖ
Ｐ
の
主
要
部
Ｖ
の
位
置
に
と
ど

ま
り
、
上
の
Ｉ
の
位
置
に
は
繰
り
上
が
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
一
致
素
性
や
時
制
素
性
を
担
う
べ
き
要
素
が
な
い
こ
と
に

な
る
の
で
、
そ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
にdo

が
挿
入
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
Ｉ
Ｐ
の
主
要
部
Ｉ
の
位

置
に
挿
入
さ
れ
た
迂
言
的do

は
こ
の
位
置
で
一
致
素
性
や
時
制
素
性
を
付
与
さ
れ
、
疑
問
文
を
作
る
際
に
、
主
語
の

thou

を
超
え
て
、
さ
ら
に
上
の
Ｃ
Ｐ
の
主
要
部
Ｃ
の
位
置
へ
移
動
す
る
の
で
あ
る
。

（
35
）

CP

C
Didst

IP

D
thou

I’

I
t

VP

ADV
not

V’

D
somebody

V
hear

s
do 挿入

で
は
な
ぜ
、（
31
）の
場
合
は
動
詞
が
Ｉ
Ｐ
の
主
要
部
Ｉ
の
位
置
へ
繰
り
上
が
る
の

に
対
し
て
、（
35
）や
現
代
英
語
で
は
Ｖ
の
位
置
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、C

hom
sky

（1995：
232

）
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
古
英
語
な
ど
で
は
一
致
素
性

や
時
制
素
性
が
「
強
く（strong

）」、
反
対
に
現
代
英
語
で
は
「
弱
い（w

eak

）」
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
強
い
素
性
を
持
つ
動
詞
だ
け
が
Ｖ
か
ら
Ｉ
へ
移
動

可
能
な
の
で
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、（
28
）、（
29
）の

canst,
eart,

gehyrst

な
ど
は
強
い
素
性
を
持
ち
、
一
方
、（
33
）
のsee,

hear,

speak,
com

e
な
ど
は
弱
い
素
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
両
者
の
違
い
は
、
一
致
素

性
や
時
制
素
性
が
語
の
形
態
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、（
35
）
に
お
い
て
、
も
し
動
詞
がhear

で
は
な
くheardest

の
よ

う
な
形
態
で
あ
れ
ば
、
そ
の
語
形
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
二
人
称
単
数
で
過
去
時

制
を
担
う
た
め
、
強
い
素
性
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
Ｉ
へ
移
動
さ
れ
る
資
格
を
持
っ



115 英語における語順の重要性

た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
疑
問
文
を
作
る
た
め
に
、
さ
ら
に
Ｃ
へ
繰
り
上
が
り
、H

eardest
thou

not
som

ebody?

と
表

現
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
はhear

が
弱
い
素
性
し
か
持
た
な
か
っ
た
た
め
に
、
Ｖ
に
と
ど
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
Ｉ
の
位
置
で
付
与
あ
る
い
は
照
合
さ
れ
る
は
ず
の
一
致
素
性
や
時
制
素
性
の
担
い
手
が

な
い
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
Ｉ
に
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
が
、

迂
言
的do

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、do

は
期
待
通
り
、
一
致
素
性
（
二
人
称
単
数
）
や
時
制
素
性
（
過
去
）
を
反
映
す
る
形

態didst

に
な
り
、
疑
問
文
を
作
る
際
に
、
Ｉ
か
ら
Ｃ
へ
移
動
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
疑
問
文
の
語
順
は
、
迂
言
的do

の
出
現
す
る
前
の
Ｖ
Ｓ
Ｏ
か
らdo

＋

Ｓ
Ｖ
Ｏ
と
な
り
、
確
立
し
た
語
順
Ｓ

Ｖ
Ｏ
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
36
）
ａ
　Saw

you
m

y
m

aster?

V
S

O

ｂ
　D

id
you

see
m

y
m

aster?

S
V

O

五
　
語
順
の
力

本
節
で
は
、
英
語
に
お
け
る
語
順
の
重
要
性
を
示
す
事
例
を
取
り
上
げ
、
検
証
す
る
こ
と
に
す
る
。
上
野（2008：

164

）

は
、
次
の
よ
う
な
文
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
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（
37
）She

has
a

certain
Idon’tknow

w
hat.

こ
の
文
は
、
元
々
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
借
用
語
を
含
む
表
現She
has

a
certain

je
ne

sais
quoi.

を
す
べ
て
平
易

な
英
語
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
表
現
は
決
し
て
ご
く
希
な
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
比
較
的
頻

繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
たG

oogle

検
索
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
検

索
例
で
あ
る
（
20
）。

（
38
）W

ell-know
n

B
ritish

political
opportunist

and
tabloid

academ
ic

M
ichael

P
ortillo

has
alw

ays

possessed
a

certain
I

don’t
know

w
hat.

（
39
）A

lthough
I

w
illadm

itthatfor
som

e
reason

（as
E

rnestw
ould

say
in

E
nglish:A

certain
I

don’t

know
w

hat

）som
e

classicalm
usic

A
A

C
’s

encoded
w

ith
iT

unes
at192

kbps
sounded

at
tim

es
a

tad
better

than
M

P3’s
ripped

w
ith

iT
unes

atthe
aforem

entioned
settings.

（
40
）T

hese
lines

am
ountto

saying:B
esides

the
factthatthese

creatures
w

ound
m

e
w

ith
the

thousand

gracefulthings
they

explain
aboutyou,there

is
a

certain
“I-don’t-know

-w
hat”

thatone
feels

is

yet
to

be
said,

som
ething

unknow
n

still
to

be
spoken,

and
a

sublim
e

trace
of

G
od

as
yet

uninvestigated
but

revealed
to

the
soul,

a
lofty

understanding
of

G
od

that
cannot

be
put

into

w
ords.

（
41
）Y

ou
lack

a
certain

“I
don't

know
w

hat”
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（
42
）It

possesses
w

hat
the

French
calla

certain
“I

don’t
know

w
hat”

that
is

hard
to

describe
in

m
ere

w
ords

...
（
43
）For

m
ost

of
us,anchovies

are
just

a
punchline

involving
pizza

and
truly,truly

disgusting,but

they
do

have
a

nice,salty,robust
flavor

that
adds

a
certain

I-don’t-know
-w

hat

（translation:je

ne
sais

quoi

）to
a

dish.

（
44
）Ifyou

think
this

tutorialsucks
or

lacks
a

certain...I
don’t

know
w

hat,register
for

our
w

ikiand

m
ake

itbetter.

（
45
）W

hata
greattalenthe

is.It’s
w

ild,because
w

hen
I’m

w
orking

w
ith

him
,there’s

a
certain

energy,

there’s
a

certain
...

I
don’t

know
w

hat’s
going

to
happen.

（
46
）Iw

ould
say

Squirrelly
D

ozen...Itavoids
the

w
hole

fur
m

otifentirely...though
D

icing
D

ozen
has

a
certain,

I
don’t

know
w

hat.

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、a

certain
I

don’t
know

w
hat

と
い
う
表
現
で
あ
る
。certain

は
通
例
、
形
容
詞
ま
た

は
代
名
詞
の
用
法
し
か
持
た
な
い
。
形
容
詞
の
用
法
で
典
型
的
な
も
の
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
47
）は
形
容

詞
の
叙
述
的
用
法
、（
48
）は
形
容
詞
の
限
定
的
用
法
、（
49
）は
代
名
詞
の
用
法
で
あ
る
（
21
）。

（
47
）Iam

certain
he

w
illcom

e.

（
48
）H

e
had

a
certain

charm
.
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（
49
）C

ertain
ofthe

m
em

bers
declined

the
invitation.

し
か
し
、a

certain
I

don’t
know

w
hat

に
お
い
て
は
、certain

の
前
に
不
定
冠
詞
が
あ
り
、
そ
の
後
に
はI

don’t

know
w

hat

と
い
う
何
ら
か
の
句
が
続
く
こ
と
か
ら
、certain

が
代
名
詞
と
は
考
え
に
く
い
。
実
際
、
そ
の
解
釈
も
不

可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、certain

は
形
容
詞
で
、（
48
）のcharm

と
同
じ
位
置
を

占
め
る
構
成
素Idon’tknow

w
hat

は
そ
の
被
修
飾
語
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
名
詞
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
尾
・

児
馬
（1990：

198
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
英
語
で
は
、
古
英
語
以
来
、
形
容
詞
＋
名
詞
句
の
語
順
が
基
本
語
順
で

あ
り
、
そ
れ
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

先
に
示
し
た
検
索
例
に
見
ら
れ
るa

certain
I

don’t
know

w
hat

に
相
当
す
る
表
現
は
、
実
に
様
々
で
あ
る
が
、
特

徴
ご
と
に
ま
と
め
る
と
、
少
な
く
と
も
以
下
の
よ
う
な
使
い
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
50
）
ａ
　a

certain
Idon’tknow

w
hat：

（
38
）（
39
）

ｂ
　a

certain
“I-don’t-know

-w
hat”：

（
40
）

ｃ
　a

certain
“Idon’tknow

w
hat”：

（
41
）（
42
）

ｄ
　a

certain
I-don’t-know

-w
hat：

（
43
）

ｅ
　a

certain
...Idon’tknow

w
hat：

（
44
）（
45
）

ｆ
　a

certain,Idon’tknow
w

hat：

（
46
）
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（
50
）ａ
は（
37
）と
同
じ
く
、
た
だa

certain

にI
don’tknow

w
hat

を
並
列
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、（
50
）ｂ
、
ｃ
、

ｄ
は
、a

certain

に
後
続
す
る
部
分
が
ハ
イ
フ
ン
で
結
合
さ
れ
て
い
た
り
、
引
用
符
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明

ら
か
に
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
、
す
な
わ
ち
構
成
素
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
述
べ
た
よ

う
に
、certain

が
形
容
詞
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
構
成
素
は
名
詞
句
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
明
示
す
る

た
め
の
手
段
が
ハ
イ
フ
ン
で
あ
り
引
用
符
な
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、（
50
）ｅ
、
ｆ
は
、
ピ
リ
オ
ド
を
重
ね
た
り
、
カ
ン
マ
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、a

certain

か
らI

don’t
know

w
hat

の
部
分
を
切
り
離
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
問
題
の
表
現
は
、
話
者
が

「
何
ら
か
の（a

certain

）〜
」
と
言
い
か
け
て
、
そ
れ
に
後
続
す
る
名
詞
句
の
適
切
な
表
現
が
思
い
つ
か
ず
に
、「
そ
れ
が

何
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
が（Idon’tknow

w
hat

）」
と
続
け
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

話
者
の
評
言
（com

m
ent

）
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
定
冠
詞
を
伴
っ
た
形
容
詞certain

の
修
飾
す
る
名
詞
句
が
な
い
、
つ

ま
り
表
現
が
完
結
し
て
い
な
い
た
め
に
、
次
第
にI

don’t
know

w
hat

が
名
詞
句
の
位
置
づ
け
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
話
者
の
評
言
か
ら
格
上
げ
さ
れ
て
、
名
詞
句
と
な
り
、
形
容
詞certain

の
被
修
飾
語
と
な

り
、
主
節
の
文
を
構
成
す
る
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
22
）。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
[
西
（1980：

12

）
は
（
51
）の
同
族
目
的
語
を
含
む
表
現
を
（
52
）と
の
関
連
性
か
ら
考
察
し

て
い
る
。

（
51
）H

e
sm

iled
a

nervous
sm

ile.

（
52
）H

e
sm

iled,a
nervous

sm
ile.
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動
詞sm

ile

は
本
来
、
自
動
詞
で
あ
る
か
ら
目
的
語
は
取
ら
な
い
。
つ
ま
り
、（
52
）で
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

H
e

sm
iled

の
部
分
だ
け
で
表
現
と
し
て
は
完
結
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
マ
を
は
さ
ん
で
加
え
ら
れ
て
い
るa

nervous
sm

ile

は
「
追
加
表
現
（after-thought

（
23
））」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
[
西
は
、
こ
の
追
加
表
現
が
、
動
詞
の

直
後
の
位
置
を
占
め
て
い
る
た
め
、「
目
的
語
」
に
格
上
げ
さ
れ
た
も
の
こ
そ
が
、
同
族
目
的
語
で
あ
る
と
論
じ
、「「
同

族
目
的
語
」
は
す
ぐ
れ
て
「
語
順
の
力
」
の
問
題
な
の
で
あ
る
」（p.16

）
と
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
の

語
順
と
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
考
察
し
て
い
るa

certain
I

don’tknow
w

hat

と
い
う
表
現
に
お
け
るI

don’tknow
w

hat

は
追
加
表

現
で
は
な
く
話
者
の
評
言
で
あ
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
本
来
切
り
離
さ
れ
て
い
た
部
分
が
確
立
さ
れ
て
い
る
語

順
（
す
な
わ
ち
形
容
詞
＋
名
詞
句
）
に
沿
う
形
で
組
み
込
ま
れ
、
文
の
重
要
な
部
分
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
て
差

し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
形
容
詞
＋
名
詞
句
と
い
う
語
順
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、a

certain
I

don’t
know

w
hat

は
、（
50
）ｅ
、
ｆ
の
よ
う
な
表
現
が
基
に
な
っ
て
、
ハ
イ
フ
ン
や
引
用
符
の
利
用
を
経
て
出

来
た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

六
　
ま
と
め

英
語
は
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
に
比
べ
る
と
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
に
は
、
非
常
に
劇
的
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

屈
折
語
尾
の
喪
失
や
語
順
の
変
化
な
ど
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
変
遷
は
、
英
語
の
内
部
に
自
ら
が
変
わ
ろ

う
と
す
る
特
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
英
語
を
取
り
巻
く
歴
史
に
原
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
屈
折
語
尾
の
喪
失
は
、
前
置
詞
や
助
動
詞
の
発
達
を
促
し
、
さ
ら
に
語
順
の
重
要
性
を
増
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｖ
が
基
本
語
順
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
ゲ
ル
マ
ン
語
派
、

と
り
わ
け
そ
の
中
の
英
語
は
、
名
詞
の
主
格
と
対
格
の
語
句
が
同
形
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
語
順
を
固
定
し

て
、
文
法
関
係
を
同
定
し
て
い
く
必
要
が
出
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
話
題
化
と
い
う
現
象
を
通
し
て
み
た
と
き
、
英
語
に

と
っ
て
は
元
々
の
Ｓ
Ｏ
Ｖ
よ
り
も
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
語
順
の
方
が
、
経
済
的
・
効
率
的
で
あ
る
こ
と
を
、
中
尾
・
児
馬（1990

）

の
議
論
を
踏
ま
え
再
確
認
し
た
。
こ
の
語
順
の
変
化
が
、
主
節
と
従
属
節
と
で
少
し
時
間
差
を
生
じ
た
の
は
、
話
題
化
が

主
節
現
象
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
原
則
、
主
節
で
し
か
起
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
少
し

遅
れ
て
Ｓ
Ｖ
Ｏ
の
語
順
が
従
属
節
内
で
も
一
般
的
と
な
る
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
類
推
作
用
が
働
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
名
詞
句
内
の
「
形
容
詞
＋
名
詞
」
と
い
う
固
定
さ
れ
た
語
順
か
ら
見
たa

certain
I

don’t
know

w
hat

と

い
う
表
現
の
分
析
や
Ｓ
Ｖ
Ｏ
語
順
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
同
族
目
的
語
の
研
究
を
通
し
て
、
英
語
に
お
け
る
語
順
の
重
要

性
を
再
確
認
し
た
。

（
う
え
の
　
せ
い
じ
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）
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﹇
註
﹈

（
1
）
英
語
の
時
代
区
分
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。
研
究
者
の
考
え
方
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
古
英
語
の
始
ま
り

を
西
暦
四
五
〇
年
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
頃
に
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
祖
先
と
も
言
え
る
ア
ン
グ
ル
人
、
ジ
ュ
ー
ト
人
、
サ
ク
ソ
ン
人

の
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
ル
マ
ン
人
が
ブ
リ
テ
ン
島
に
進
入
し
始
め
た
と
い
う
歴
史
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
他
に
は
、
彼
ら
の
言
語
が
文
献

に
初
め
て
登
場
す
る
西
暦
七
〇
〇
年
頃
を
古
英
語
の
始
ま
り
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。

（
2
）
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
属
す
る
言
語
の
屈
折
的
な
性
質
と
日
本
語
の
よ
う
な
膠
着
的
な
性
質
を
合
わ
せ
て
、
総
合
的

（synthetic
）
な
性
質
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

（
3
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
卿（SirW

illiam
Jones

）が
一
七
八
六
年
に
ア
ジ
ア
協
会
で
行
っ
た
記
念
講
演
の
中
で
使
っ
た
言
葉
。

（
4
）
英
語
に
は
、
Ｓ
Ｖ
、
Ｓ
Ｖ
Ｃ
、
Ｓ
Ｖ
Ｏ
、
Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｏ
、
Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
五
文
型
を
典
型
と
す
る
語
順
が
存
在
す
る
が
、

以
下
で
は
英
語
の
基
本
語
順
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
は
、
Ｓ
Ｖ
Ｏ
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。

（
5
）
指
示
代
名
詞
や
疑
問
詞
は
、
さ
ら
に
具
格
（instrum

ental

）
を
持
つ
。

（
6
）
古
英
語stan

は
男
性
名
詞
で
あ
る
。

（
7
）
Ｐ
Ｉ
Ｅ
、
Ｏ
Ｅ
、
Ｍ
Ｅ
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
（Proto-Indo-E

uropean

）、
古
英
語
（O

ld
E
nglish

）、
中
英

語
（M

iddle
English

）の
略
で
あ
る
。

（
8
）
も
ち
ろ
ん
語
順
が
異
な
れ
ば
、
微
妙
な
意
味
や
機
能
の
違
い
を
持
ち
う
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
以

上
立
ち
入
る
こ
と
を
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
動
詞
で
表
さ
れ
る
出
来
事
の
主
体
と
客
体
が
単
に
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
留
め

る
。

（
9
）
河
崎
（2006：
60

）
は
、
古
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
に
お
い
て
、
強
勢
ア
ク
セ
ン
ト
が
語
頭
に
置
か
れ
た
場
合
、
相
対
的
に
語
尾
が
弱
化
す

る
た
め
、
主
格
と
対
格
が
形
態
的
に
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
10
）
こ
こ
で
は
、John

の
あ
と
の
カ
ン
マ
は
考
慮
し
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
、
正
書
法
上
の
問
題
で
あ
る
。

（
11
）
[
西
（1995：

19

）
を
参
照
。

（
12
）
例
文
は
、Em

onds
(1976：

31)

に
よ
る
。

（
13
）
[
西
（1995

）
は
、
主
節
現
象
が
主
節
だ
け
で
は
な
く
従
属
節
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
、
移
動
現
象
が
話
し
手
の
発
話
意
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図
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

（
14
）
例
文
は
、Em

onds

（1976：
29ff

）
に
よ
る
。

（
15
）
こ
こ
で
は
、「
従
属
節
」
の
代
わ
り
に
「
従
節
」
と
い
う
術
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
例
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
尾
・
児
馬
（1990：

73

）、M
itchelland

Robinson

（2001：
64

）
に
よ
る
。

（
17
）
本
稿
で
は
、
一
致
素
性
や
時
制
素
性
が
付
与
（assignm

ent

）
さ
れ
る
の
か
、
照
合
（checking

）
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
明
確
な
言

及
は
し
な
い
。

（
18
）
例
文
は
、Radford
（1997：

117

）
に
よ
る
。
な
お
、
現
代
英
語
訳
は
筆
者
。

（
19
）
例
文
は
、Radford
（1997：

115

）
に
よ
る
。

（
20
）
例
文
は
、
上
野
（2008：

165ff

）
に
よ
る
。
な
お
、
太
字
は
筆
者
。
ま
た
、
こ
の
議
論
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
先
行
研
究
に

Lakoff

（1974

）が
あ
る
。

（
21
）
例
文
は
、『
小
学
館
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
語
辞
典
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』
か
ら
の
も
の
で
、
他
に
方
言
に
見
ら
れ
る
副
詞
的
用
法

（certain
=
certainly

）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
例
文
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
22
）
上
野
（2008：

168

）
は
、
こ
の
名
詞
句
が
転
換
さ
れ
て
形
容
詞
的
に
用
い
ら
れ
た
例
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
23
）B

olinger

（1977

）
の
用
語
。

〔
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児
馬
　
修
﹇
編
著
﹈（1990)
『
歴
史
的
に
探
る
現
代
の
英
文
法
』
大
修
館
書
店
。

橋
本
　
功
（2005)

『
英
語
史
入
門
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
。

Radford,Andrew

（1997

）Syntax:A
M
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alistIntroduction.C

am
bridge

U
niv.Press.

上
野
誠
治
（2008

）「G
oogle

を
活
用
し
た
英
語
の
用
例
検
索
―
事
例
研
究
―
」『
人
文
論
集
』
第
三
十
九
号
、
北
海
学
園
大
学
人
文
学
会
。

上
野
義
和
﹇
編
著
﹈（1997

）『
古
英
語
の
世
界
へ
　
モ
ル
ド
ン
の
戦
い
』
松
柏
社
。

渡
部
昇
一
（1983

）『
英
語
の
歴
史
』（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
英
語
講
座
﹇
３
﹈）
大
修
館
書
店
。

（
追
記
）
第
四
〇
回
上
川
・
旭
川
地
区
中
学
校
・
高
等
学
校
英
語
科
連
絡
合
同
研
究
会
（
平
成
二
十
年
十
一
月
十
三
日
、
旭
川
西
高
等
学
校
）

で
、
本
稿
の
一
部
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ
の
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
た
石
田
　
晃
先
生
に
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
査
読
の
労

を
執
っ
て
頂
い
た
先
生
か
ら
も
有
益
な
示
唆
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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